
 ＸバンドＭＰレーダの特徴 

１ Ｘバンドレ ダは波長が短いため 高分解能な観測が可能（２５０ｍメッシュ）

参考資料 １ 

１．Ｘバンドレーダは波長が短いため、高分解能な観測が可能（２５０ｍメッシュ）。

【Ｃバンドレーダ（波長が長い）】 【Ｘバンドレーダ（波長が短い）】 

遠方ま 観測 能 詳細な観測が可能であるが

２．ＭＰレーダは雨粒の形状を把握し、雨量を推定するため精度が高く、地上雨量計での
補正が不要 そ ためほぼリ タイ で 情報配信が可能

遠方まで観測可能 詳細な観測が可能であるが、
観測範囲は狭い 

補正が不要。そのためほぼリアルタイムでの情報配信が可能。

【ＸバンドＭＰレーダと既存レーダとの比較】 

【雨粒の形状の変化】【雨粒の形状の変化】

1 



従来の観測手法との比較 

提供するデータの 観測から情報配信
  

提供するデ タの
空間分解能 

観測から情報配信 
までにかかる時間 

観測データの特徴 

・地上雨量計による補正が不要なため、ほぼリアルタイムでの
○○

Ｘバンド 
ＭＰレーダ 

  
約2分 

観測時間 1分 
配信にかかる時間 約1分 

地上雨量計による補正が不要なため、ほぼリアルタイムでの
配信が可能 
・高分解能での観測が可能。 
・観測時間が1分であるためピークを捉えることが可能 
・降雨減衰に弱く、定量観測範囲が狭い。（60km以内） 

250m 
メッシュ 

○○ 
道路 

××川 

 
→急激に発生・発達する「ゲリラ豪雨」の監視に有効。 

既往の 
Ｃバンド 

ダ
  

約10～15分 
観測時間 5分

・地上雨量計による補正が必要であり、リアルタイム性に劣る。 
・ＸバンドＭＰレーダに比べ分解能に劣る。 
・観測値が5分間の平均値であるためピークをとらえることが難
しい。 
降雨減衰に強く 定量観測範囲が広い （120k 以内）

1km 
メッシュ 

○○ 
道路 

××川 

レーダ 配信にかかる時間 約5～10分 ・降雨減衰に強く、定量観測範囲が広い。（120km以内） 
 
→台風や発達した低気圧の接近に伴う降雨の監視に有効。 

地上雨量計
約15分 

観 時 分

・観測時間が10分であり、配信にも時間を要するため、リアル
タイム性に劣る。 

が
設置箇所の 

○○ 
道路 

地上雨量計 観測時間 10分
配信にかかる時間 約5分 

・設置地点における雨量を直接把握可能だが、面的な雨量把
握は不可能。 

雨量を測定 
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時間的 空間的なピークをリアルタイムにとらえることが可能

ＸバンドＭＰレーダの特徴 

時間的、空間的なピ クをリアルタイムにとらえることが可能

  【従来のレーダとの比較】 

空間分解能 時間分解能

 

  空間分解能 時間分解能

雨量 ・短時間のピークを観測可能 
・ほぼリアルタイムに配信（１

○○ 
道路 

 Ｘバンド 
ＭＰレーダ 

  

ほぼリアルタイムに配信（１
～２分） ××川 

局所的な豪雨
を観測可能 

 250m 
メッシュ 時間 

1分 

・ピークを捉えることができない（5
分間の平均値であるため時間的
に均されてしまう） 
・地上雨量計との補正が必要なた

○○ 
道路 

××川

雨量 

Ｃバンド 
レーダ 

  

計 補 必要
め、配信までに５～１０分を要する 

××川 

空間的に 
均されてしまう 

1km 
メッシュ 

3 
5分 

時間 


